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1I昭和54年発行の「桜柑勢要覧’乃」に上ると、研究学屈郡市が占める割合は村域の   
3畠．8％となっているが、56年尭行の「数字で見る村の姿」では25％となっている。  
封昭和57年3月1日発行の「県選管広報」によ九ば、52年と56年の市町村別有権者数   
増加数ほ、桜村が凱71古人で県内1位となっている。  
〔12丁〕   
























ⅠⅠ．調査について   
1．調査時期   
昭和54年－55年   
2．調査地点   
① 茨城県新治郡桜村立楳中学校   
⑧ 茨城県新治郡桜村立竹園東中学校   
楼村の中学校は現在3校で、農村地区に1校、学園地区に2較ある。桜中学   















以外の地で過ごした老（桜中24人、竹中   因 2  
71人）について、その居住地をまとめたも  








蓑1．接 村 居 住 年 数  
＼筆数  ＼   釦車  8  7「6」与‖3  2ll㈲ 
楳中   人数 小計  可1いい  81   1l6冊2。3i3i21 
可Ii   ユllいllO6lllい122  
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蓑2．桜村¢前の居住地  
130  
4人   一 型 式  茨  娩  12人12人   人  
東京  24  
千葉  9  
神奈川  7  
埼玉  3  
1  








と考えられる。   
8．講査対象   
① 楳群：「報告2」で取り上げた桜中学校の2年生20人即（男10人、女  
10人）  
‖「報告2」では両親と町比較に焦点をあてたた軋20人¢うち両親のデータが得られな   
かった7人托除き、実際に取り上げたのは13人である。   
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① 竹A群：「報告1」で取り上げた竹園東中学校のA群島人（男4人、女  
4人）   
③ 竹B群：「報告1」で取り上げた竹園意中学校のB群8人（男4人、女  










蓑4．付随的条件の比較   
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4，調査方法   




（卦 読む調査   
この調査は、被調査者のアクセソトの実態をつかむことを目的とし、漢字・  
かなまじりで書いた単語、句、丈を読んでもらって録音した。   





もらった。   











H：踪群のデータほ、「報告2」では両親のデータがそろっている13人のものだけをまと   
めた。したがって、20人のデータをまとめた本稿の数値ほ「報告2」の数値と異なっ  
ている。  
■I「報告2」では、父母子という観点から見たため、父親と母親の両方のデータがそろっ   
ているものだけを取り上げたが、本稿でほ母親だけのものもデータとしてまとめた。   
したがって、本稿の表旺一報告2Jの表と異なるところがある。   
未5．2拍名詞のアグセソトの架麒  
東京式アクセ  独  文   
魂  
ソ†の型   
言語E桜群l竹吋竹B帯留  
桜 群    舶群l竹B群塵の  
〔〕●  79．1タ‘   95．3％  100タ‘  36．3，6  0●l  烏7．1％  95％  100，6  61．ア％   
凧，二軋  ●016・7  49．4  29．1  
平 板型  ●●  4．2  11．9   ●○臣   2．5  1．5  
】塞， 人  他2種  ●●♭  
●●l   旧   
○●約．49凱4  
雪∴組川， ●0 8．71．6  ⊂〕●l   26．名  
尾 高 型  
花，事，部匡●● 1・9  他2埋   
『遥■ぎ槌  
温泉嵐  0● 21・D  17．2  C〉●臣  
●⊂）  丁3．0   92．9  い00  ア5．7   ●○［＞  67．9  77．51100  42．3  
33．7  
頂高 ■型  
●●  6．D  6．4  （〕●l   21．4  
他1礁  ●●臣  0．7  2．0  
他1種   
???????????????????????????
注 ■トは高い軌O」＞ほ侶い払ト，トは助詞を示す。以下同じ。  
ー???














同じ型の使用率が高い。   
























文  藻  単  独  東京式丁クセ   
ソトの型  























尾 高 型  
中 高 塾  
lO●●0）  
○●○（⊃  82．5  81．3  68．8  76．7  0●00【＞  52．5  81．3  6且．8  37．5  
中 高 型  国章＝軋                        （〕●●●  12．5  18．7  31．2  12．5  ⊂）●●●l  3（）．0  6．2  al．2  42．9   
（○●00）  自動車  ⊂）●●〔）  5．0  ⊂）●●○♭  7．1  他1種   ⊂）●●●臣   12．5   
●〔）00  71）．0  75．0  100  1孔3  ●○⊂）⊂）♭  40．0  75．0  100  3．6  
0●●●  14．3  2乱6  
頭高型  53．6  28．6  
平板型   ○●●○   12．5  10．7  12．5  2臥6  
他1桂   他1桂  
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表8．動詞現在型のアクセントの実態  




語については、竹B群でも2種類のアクセントが見られる。新しい塾と古い塾   










「 一1  
考えられる。あるいほ、ココロからココロへのようにアクセソトの山を一つ後  
■‘「 ろへずらす現象や、ヂソシヤからデフ手【丁へのようにアクセントの滴がなくな  
る現象はアクセソトの自然な内的変化であるから、このような語についてほ、  
東京で現在新旧どちらの型が多く使用されているかに関係なく、言籍習得のい  
ずれかの段階でこの塾を身につけたと考えることもできる。   
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ⅠⅤ．優勢なアクセン†と安定度   















＋「 「 「 【う  
リマワスとカミナウの2例である。他の4例はハサミ、ハサミ（ガ）、ノミコ  
l  
ソダ、ヨジノポッタで、最近の東京語に見られる新しい傾向と同じアクセント   
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だろう。   
竹A群は型が3つの語が8語あるが、竹B群は型が3つ以上り語は全くな  









両親の名詞3．5亀額、動詞3．7軽罪に比べれほ不安定な度合は低い。   
2．優＃なアクセント   
各項目における優勢なアクセソトを見ると、ほとんど東京式アクセントと同  
じ型である。そこで、東京武アクセントと同じ型の使用率を表12忙示す。   
型の数（蓑10，11）だけを見ると、桜群と竹A群には一定の型がないといえ  
そうだが、アクセントの使用率を見ると、東京式アクセントと同じ型の使用率  




桜  群  竹A群t竹B群t師の開   














（個人別）   

































が違うことを意識し、東京の人と話す時は使い分けると記入している。このよ   




























自分のと同じ型を知覚することができる。竹B群は困難なく内省し聞き分けて   




















ではないかと考えられる。   
竹B群は型が安定していて、東京式アクセントが圧倒的に優勢である。ま  
た、実際の発音と自分の7クセソトを内省して知覚した型とがよく一致してい  








ある場合、たとえその影響を受けても、無アクセントの特徴が消えることはな   






校の小松崎光男校長、原 孝吉先生、竹園東中学校の元旦 茂校長、高野幸男  
先生、また、調査に協力してくださった2年生のみなさんと御両親に心から感  
謝いたします。   
この調査研究は、昭和55年度の文部省科学研究費（課題番号571131）の補  
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